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子育て支援として の おや こ教室の実践

絵本の感想にみられた子育ての 楽 しみや悩み
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　　（大阪芸術大学附属幼稚園）
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はじめに

　我々は、未就園児を対象に 「おやこ教室」を開催し

て約 15 年になる。 その 形態は少しずつ 変化してきて

いるが、 現在のように毎年5 月から12 月まで 1回約

2時間、年間約 15回になっ てから数年になる。内容の

詳細は、昨年の本学会でも発表したが、簡単に述べ る

と、本学附属4幼稚園におい て、2 歳から3歳の幼児

とその保護者を対象に 1回40 から60 組の グループ

で、主に親子で楽しめる遊びや運動、調理や制作を体

験するプロ グラ厶 を用意して い るが、「おや こ 教室」の

時間のみ親子で楽しませるこ とが目的ではなく、 この

体験を家庭に持ち帰るこ とで 、 どうかかわっ て よいか

迷う保護者に対して子どもとかかわるきっ かけのアイ

デアを提供するこ とを主たる目的として いる。 また 、

子育て に 対する不安や子どもの心身の 発達に つ い て の

個別相談も実施してきた。 更に 、 家庭での親子のふれ

あいを促進させるこ とを目的のひ とつ として 、 幼稚園

の 所有する絵本の貸し出しも行 っ ていたが、今年度は 、

その絵本の返却時に保護者に感想を書いてもらうこと

にした 。 そこで は 、 絵本の内容に対する感想が述べ ら

れたものや子どもの反応につ いての感想が、中心であ

っ たが、 保護者自身の心  ｛述べ られたものが

多くみ られた。 そこで、今回は、その感想にみ られた

保鎖者の子育て に対する楽しみや悩みに つ い て抽出し、

絵本を読み闇かせる こ とが、 読み手で ある保護者に ど

の ような影響を与えているのかにつ い て若干の検討を

加えたので報告する。

対象と方法

　対象は 、 本学附属4 幼稚園で開催する 「おやこ教室」

に参加する保護者430 名である 。 方法1；k 平成 14

年5月か ら9 月まで の間に絵本を貸し出す際に、無記

名の感想文記入用紙を手渡 し、絵本返却時に、自由記

述の感想文を返却してもらっ た。絵本の貸し出冊数は

4 園合計 3146 冊 で、その 内 867 通の感想が得ら

れた。得られた感想の 中から、保護者自身の心湘1や子

育てに関運する感想134 通を抽出した。その 内容か

ら浮かび上が っ た子育ての楽しみや喜び、悩み等の背

景や要因に つ い て

　 1．保護者自身の心情を振り返っ たもの

　 2． 子育てにつ いての反省をこめたもの

　 3．子どもの心情に気づかされたもの

の 3 つ に分類し、絵本を保護者が読むこ とにつ いて考

察を加えた。

結果

1．保護者自身の心惰を述べ た感想　 58 通

　保護者自身の現在の 生活状況を振り返っ た り、子ど

も時代の経験を思い出しながら述べ られたもの が大半

であっ た。不安や後悔とい っ た感情を絵本を通して浄

化して いる傾向も感じられた。

  「子どもが絵本の世界に参加できるの が うれしか

っ たようです。 1人でもぞうさんに話しかけながらう

れしそうで した。 昼食に チ ャ
ー

ハ ンを作っ てあげると

喜んで くれて 、 母子ともに絵本を見るこ とが慧外にも

楽しめてよかっ たです。」

  「お母さんくまの優しい言葉は私の見習いた いと

こ ろだ と思い ました 。」 （〈まくんの しっ ぽ｝

  「4月か ら始ま っ た新しい生活 。 子 どもも親の私も

お友達ができるか、期待半分、不安半分。でも、くま

さんのように勇気を出してひとこと声をかければい い

んだ。背中を押してもらえた気になりました。」 （た、

たん）

  「たまに は、私も赤ちゃん に 戻 っ てみたい です。

お椡除したり、 買い物したり、 洗濯したり、 ご飯作っ

たりお母さんが して 当たり前 じゃない です 。 わか っ て

ね 。 お父さん 。 子どもたち 。亅 （もしもぼくがあかちゃ

んだっ たら）

  「最近、幼い こ ろか ら結婚前の こ とをよく思い出

します。

“

あのときあ一だっ たらなあとか、こうすれば

よか っ たとか、でも子どもたちの顔をみ るとこれ で よ

かっ たのよと思います。」 （ビリーは 12 歳）

  「胸が熱 くなりま した 。 思わず主人にも勧め、夫

婦で読みました 。 私たちもこんなふうに歳を重ねて い

くと思っ たら、今を大切に一緒に成長して いければと

思いました。」 （ピリ
ーは 12 歳）

  「何回か読みました 。 はじめは、み んなで カを合わ

せるこ とを教えて くれるなと思 っ たの ですが、その う

ち命の重さや生きる厳しさの ようなすごい テ
ー

マ があ

るように思えました 。 生きていると様々な立場を （本
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の 中の さるであっ た り、 ライオン、象であっ た り）体

験していると思います。 その立場、立場で真剣にあり
た い と思いました。］ （りんごがひとつ 〉

2．子膏てにつ い て の反省をこめたもの　33 通

　日常の子どもに接する態度につ い て振り返 ったもの

を取り上げた 。 口 うるさくなっ て い る態度や子 どもの

ペースを待てない行動を振振り返っ た り、「だいすき1
とい っ た子 どもに向けて 日ごろ言えて いない ことばを

絵本を通して語りかけたりとい っ た感想がみ られた e

  「絵本の主人公 の僕のように自分の子どもにできて

当たり前と叱っ て い る自分に反省させられました。ゆ
っ たり した気持ちで接することが少なくなっ て きたよ

うに思い ます。 」 （もしもぼくがあかちゃんだ っ たら）

  「子どもが成長する過程で小さい こ ろは こんなだ つ

た 、 かわいか っ たのにと過去と比較するのでなく、そ

のときの子どもの姿を前向きに見守 っ て い こ うと思い

ました 。」 （ビリーは 12 さい ）

  「自分の子どものためなら周りの こ とを考えずに行
動して しまうこ とが私にもあるかも しれない （あるは

ず ！）と思い ま した 。 子どもがい たら大目に みて くれ

るだ ろ うと思っ て いる私が、黙っ てみ て い て くれて い

るだろ う周囲の人々 に感謝したくなりました 。 」（りん

ごがひ とつ ）

  「母親のわたしが、 かわい い題名と絵にひかれて借
りました。 内容もいままで み た ことがなくなんだか楽

しくなっ て しまう本で した。私が楽 しそうに読んでい

るとや っ ぱり子 どももや っ てきてr 緒に笑 っ てみてい

ま した 。 子どもに本を読ませなければとだけ思わず、
自分が楽しむこ とが大切ですね。今度少し反抗期の 子

どもが機嫌がわるい とき
“
こ ちょ 、 こちょ

”
でや っ て

みよう。亅 に ち ょ　こ ち ょ　こ ちょ）

　 「

3．子どもの心情に気づかされたとい う感想 43 通

　絵本の登場人物の心情から、自分自身の子どもの 日

常の行動や心情の理解に つ ながっ たと述べ られていた

感想である。

  「『おやすみする こ との さびしさ』とは今まで 理解し

ていませんでした。 なぜこの本を読むと子どもが目を
うるうるさせるの か。 1 日 の終わる寂しさを子どもが

感じた こ とに気づかされました。」 に ぐまちゃ んおや

すみ ）

  「ぐりとぐらシ リ
ーズは前から大好きで 1年ほど

前にも借りて読んでいました。3歳になっ た今もう一

度よん で やると、 本を繰り返しよむだけでなく、 こ の

お話のまま真似て遊ぶので す。私と息子 で ぐりとぐら

の ス ト
ー

リ
ー

を話 しながら遊びました 。 同じ本で も感

じ方や表現の仕方がかわっ てきて、子どもの成長をか

んじました 。 （ぐりとぐらの えんそく）

  「娘にも妹がい て 同じ立場なの ですが、この絵本

を読ん で からなぜか赤ちゃんみたい にしゃべ っ たりし

て い ました 。 『あなたも赤ちゃん に なりた い の ？』と聞

い たら、 『うん』と答えたので思い っ きりぎゅっ と抱い

てあげました 。j （もしもぼ くがあかちゃんだっ たら）

  「子どもに対して つ い、出来て当た り前思いがちで

した 。 ささいな日常に新しい経験を積み璽ねて い く子

どもの感情にそっ て いきたい と思います。 『ドキ ドキ』

や 『ほっ 』という子 どものさまざまな感情に気づき、

見守りたいと思いました。」 （は じめてのおつ かい）

  「まるで私の娘を見てい るような感じでした 。 家の

中でははきはきおしゃ べ り出来るの に、
一
歩外へ 出る

と恥ずか しくて声をださない 。 気長に待つ もの同じ訓

練なのでしょうがe 」 （た、 たん）

線

　絵本を読み聞かせるこ とが子どもへ の心身の発達に

影響をあたえる こ とは、多方面から指摘されて い るこ

とである。 その ことを子どものための義務や仕事のよ

うに感じている保護者がい るのではと思われた。それ

が、  や  の感想にあるように 「意外に楽しめた。」「自

分が楽しんで読んで いると子どもも笑っ ていた。亅とい

っ た気づきか ら、絵本を介した子どもと楽しむ感覚を

保護者が育て て い くもの と考えられた。

　絵本を読む ことが、子どもへ の影響だけでなく、読

み手自身の気持ちを様々 に喚起したようである。   か

ら  のように現在の家庭の状況、夫婦関係、 対人関係

等につ いて保護者自身の気持ちを整理したり、 周囲と

の関係を見直すきっ かけとして絵本の航み聞かせが行

われて い るように考えられた 。 やはり、子育て に関す

ることも同様で、絵本にあっ たせ りふと日常の保護者

の子 どもへ の 話 し方の 異同に 気づい て反省し た り

（      ）、  から  の ように子 どもの こ こ ろへ の理解

に つ ながっ た りするこ とが推察された。

これは、絵本の中で 、 日常で見られる親子閥係や周囲

との対入関係につ いて 同様の状況が再現されるとき、

登場人物の言動と自分自身の言動との異同に気づきや

す くなると考えられ 、 保護者自身と心情を客観化しや

すい こ とも理由の一つ と考えられた。

絵本を活用することで保護者に様々な気づきを促す

こ とができ子育て支楓 二活用で きるこ とが示された 。
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